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1 ．はじめに
本報告は，日本語の文語文 1 ）を学ぶ非漢字系の学
習者が，学習の過程でどのような困難を感じているか
を明らかにしようとするものである．本研究の最終目
標は日本語学習者のための文語文読解教材を開発する
ことであり，本報告で提示する調査結果がその一助と
なることが期待される．
坂内（2004）では，東京大学に在籍する大学院留学
生および外国人研究員計12名を対象に，母国での日本
語文語文教育に関する聴き取り調査を行っており，
種々の有益な情報が提供されているが，調査の対象と
なっている言語・文化圏を見ると，漢字圏の中国，台
湾が中心で，非漢字圏では，韓国とフランスの事情に
ついて報告されているにすぎない 2 ）．また，坂内（2004）
の調査は，単一の大学に在籍する留学生等を対象とし
て，彼らが母国で受けた文語文教育について明らかに
する目的で行われているため，日本の高等教育機関に
おいて一般にどのような教育が行われているかについ
ての情報は乏しく，学習者個々人の学習のプロセスも
十分に明らかにされているとは言えない．海外のより
広範な言語・文化圏の教育事情についての情報を集め，
さらに，留学先での学習をも含めた学習者の文語文習
得過程に着目して調査を行う必要がある．
そこで，2014年に，日本学研究に携わっている非母
語話者を対象に，母国，留学先を含め，日本の古典や
文語文をどのように学んできたか，それらを教えてい
る場合はどのように教えているか，文語文習得の過程
でどのような困難があったか，新しく教材を開発する
場合どのような教材が求められるかなどについて，イ
ンタビュー調査および質問紙調査を行った．なお，こ
こで，古典とは主に近世以前の文献で価値あるものと
して今に伝えられ，原文，現代日本語訳，外国語訳な
どで読まれているものを指し，文語文とは近代まで用
いられていた仮名遣い，文法による書記言語を指す．
本稿では，調査協力者のうち，非漢字系学習者の回
答，特にその学習歴の部分および文語文学習における
難点の部分に着目し，彼らが文語文を習得する過程で
どのようなことが問題になっているかを明らかにす
る．その上で，日本語学習者のための文語文読解教材
を開発する上での留意点について考えてみたい．
2 ．調査の概要
2.1　インタビュー調査
インタビュー調査は，あらかじめ主要な質問項目を
定め，半構造化質問調査の形で実施した．主な質問項
目の概要は次のとおりである．質問項目の詳細は本報
告末尾に付録として掲載する．
1．基本情報
2．学習歴
3．（古典／文語文）教育歴
4．ニーズ
5．開発教材についての意見
6．その他関係者への要望など
インタビューは対象者の了承を得て録音し，文字化
した．録音できない事情があり，筆記により要点を記
録したケースもある．
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2.2　質問紙調査
本調査では，質問紙調査をインタビュー調査に代わ
るものとして位置づけ，対面でのインタビュー調査が
できない場合に質問紙への回答を求めた．よって質問
項目は基本的にインタビュー調査と同じであり，ほと
んどが記述式となっている．ただし，その場で詳細を
たずねることができないため，どのような点について
回答を求めているかをより詳しく記載した部分があ
る．また，日本語版に加えて英語版の質問紙も作成し，
いずれかに回答することを依頼した．
3 ．調査対象者
本調査の対象者は，インタビュー調査回答者 5 名，
質問紙調査回答者 4 名の，合わせて 9 名である．ここ
では，対象者 9 名のプロフィル，および彼らが研究対
象として扱っている資料の種別について記述する．な
お，回答内容には個人情報も含まれており，特に日本
語文語文教育に携わっている非漢字系の研究者は世界
的に見ても数が限られているため，プロフィルの部分
では，調査対象者が特定されないように，各対象者の
情報を個別に具体的に記すのではなく，項目ごとに全
体の概要を記載する．
3.1　対象者のプロフィル
今回の調査対象者の母語は，英語（ 2 名），ロシア
語（ 2 名），イタリア語（ 2 名），エストニア語（ 1 名），
オランダ語（ 1 名），韓国語（ 1 名）である 3 ）．また，
対象者の調査時における所属機関の所在国は，英国（ 2
名），ノルウェー（ 1 名），スウェーデン（ 1 名），エ
ストニア（ 1 名），ドイツ（ 1 名），イタリア（ 1 名），
韓国（ 1 名），日本（ 1 名：留学中）となっている．
調査対象者の性別は女性 5 名，男性 4 名で，年齢層
は，20代，30代，40代が 3 名ずつである．所属機関を
見ると， 8 名が大学に所属， 1 名のみ大学以外の研究
機関に所属しており，身分は教授 1 名，講師 3 名，ポ
スドク研究員 1 名，大学院生（DC） 3 名，同（MC）
1 名である 4 ）．
専門分野を見ると，中古文学，中世思想史，中世仏
教文学，中世・近世史，中世・近世宗教史，近世思想
史，近世文学，近代史，（近代）書誌学となっている．
中古から近代までの各時代をカバーするとともに，分
野も文学，思想，歴史，宗教，書誌学など多岐にわたっ
ている．
なお，調査対象者のうち 4 名が日本語文語文の教育
経験を持っており，現在も所属機関で文語文教育を
行っている．それらの教育機関はいずれも日本語古典・
文語文教育の拠点であると言ってよい．海外，とりわ
け非漢字圏においては，文語文教育を本格的に実施し
ている日本語教育機関は稀少であることから，対象者
の数は少ないものの，本調査の結果は，非漢字系学習
者に対する文語文教育の実態を知る上で，一つの大き
な手掛かりになると考えられる．
　
3.2　扱う資料の種別
次に，調査対象者が研究上どのような資料を扱って
いるかについて見ておく．表 1 は対象者が扱っている
表 1　調査対象者が扱っている資料
No
研究対象と
する時代
資料の形態 資料の文体
備考写本
（原本）
影印本 翻刻本 和文
和漢
混交文
漢文
L01 中古 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 場合により19世紀までのテキストも読む
L02 中世 ◯ ◯ ◯ 縁起物など
L03 中世 ◯ ◯
L04 中世・近世 ◯ ◯ ◯
L05 中世・近世 ◯ ◯ 江戸時代が中心
L06 近世 ◯ ◯ ◯ ◯
L07 近世 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 候文も読む
L08 近代 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 写本でなく原本
L09 近代 ◯ ◯ ◯ 漢字と片仮名で書かれた法律的な文章，候文
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文語文資料の種別を，資料の形態別，文体別に示した
ものである．調査対象者を研究対象としている時代の
順に並べ，L01からL09までの記号・番号で示す．
資料の形態については，研究対象としている時代に
かかわらず，翻刻本のみならず，原本，写本，影印本
など，変体仮名やくずし字の知識を必要とする資料も
扱っているケースが多いことがわかる．また，資料の
文体については，扱う資料のジャンルによるところが
大きいが，今回の調査では和漢混交文という回答が多
く，漢文を扱っている対象者も半数以上にのぼっている．
4 ．調査結果および考察
本稿は文語文を学ぶ日本語学習者が困難を感じてい
る点を明らかにしようとするものであるが，その前提
として，彼らの古典や文語文の学習歴を見ることに
よって，その学習環境の問題点が浮き彫りになると思
われる．よって，以下では，まず，調査対象者の学習
歴を概観し，その上で，実際に対象者がどのような点
で困難を覚えているか，また，学習環境の面でどんな
問題があるかについて見ていきたい．
4.1　学習歴
ここでは，調査対象者の古典および文語文について
の学習歴を概観する．表 2 に，対象者が履修／参加す
ることができた高等教育機関における日本の古典およ
び文語文入門の授業を，母国と留学先としての日本に
分けて示す．
対象者のうち 4 名は母国の教育機関において原文を
用いた日本の古典の授業および文語文入門の授業を履
修する機会に恵まれているが，残りの 5 名はそうでは
ないことがわかる． 5 名のうちL09のケースはやや特
殊で，大学では日本語専攻ではなかったため，日本語
レベルが初級段階であったにもかかわらず専門研究に
必要な文語文読解の特訓を所属機関の教員から個人指
導で受けたというケースである．したがって，L09は
日本の古典の知識はほとんどないが文語文入門は母国
で終えていることになる．それ以外の 4 名について見
ると，母国においては，日本の古典（L08の近代文学
作品が「古典」であるとすれば）についての知識は得
ているが，文語文入門の機会を持っていない．
母国の教育機関で文語文教育を受けた学習者の例と
してL01，母国では文語文教育を受けられなかった学
習者の例としてL07のケースを取り上げ，もう少し詳
しく紹介したい．
L01は母国の大学の博士課程で文語文と古典につい
ての学習を開始している．Shiraneの古典文法書 5 ）を
表 2　古典および文語文の学習歴
No
研究対象と
する時代
母国の教育機関の授業 日本の教育機関の授業
備考
古典学習 文語文入門 古典学習 文語文入門
L01 中古 ◯原文 ◯ ◯ × 日本の大学での学習は留学生ではなく訪問研
究者として行った.
L02 中世 △母語訳 × ◯ × 文語文は日本の大学で入門教科書の紹介を受
けて自習. さらに日本以外の留学先で漢文読
解を学習した.
L03 中世 ◯原文 ◯ ◯ ×
L04 中世・近世 ◯原文 ◯ ー ー
L05 中世・近世 ◯原文 ◯ ？ × 候文は自習.
L06 近世 △母語訳 × ◯ × 日本の大学での古典の授業は古典文法の知識
を前提としたもの. 文語文は辞書等を用いて
独学.
L07 近世 △母語訳, 英語訳, 
仏語訳
× ◯ × 文語文は日本の大学で学部の古典の授業を聴
講するとともにチューターの指導で学習. 変
体仮名・くずし字は自習.
L08 近代 △近代文学作品原文 × ー ー 母国大学上級日本語授業で近代文学を講読. 
専門の資料については辞書と友人（日本人）
の助けで解読.
L09 近代 × ◯ × × 文語文は集中的に個人指導を受けた.
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用いる古文入門授業およびKomaiらの漢文入門書 6 ）
と補助教材を用いる漢文入門授業を受講した．古典文
法については，古文入門授業の最初の数週間で動詞の
活用を学んだ．同時に，同課程で 3 年間古典文学読解
ゼミに参加している．そこでは，『万葉集』，『懐風藻』
から始まり，『源氏物語』，そして江戸時代の小説に至
るまで多様な作品の原文が取り上げられ，母語への翻
訳と文法解釈が行われたという．さらに，L01は，訪
問研究者として日本の大学に在籍し，『源氏物語』読
解のゼミと 2 つの漢文注釈の読書会に参加して研鑽を
積む機会を得ている．
一方，母国で文語文教育を受けられなかったL07は
以下のような学習過程をたどっている．母国の大学で
日本の古典の授業を受けた．母語，英語，フランス語
などの翻訳で，40ぐらいの作品を網羅的に勉強した．
文語文については，母国ではきちんと学習する機会が
なく，日本の大学の大学院に留学してから学ぶことに
なった．留学先の大学で，学部生向けの古典の授業を
受講し，チューターの指導で毎週 2 時間ぐらい古文と
漢文について勉強した．自分の研究に必要だというこ
とで，変体仮名，くずし字も勉強した．そのきっかけ
となった体験をインタビュー記録から摘記する．
で，T大に，あのー，参りました時に，最初の 1
週間の話を申し上げますとー，あのー，指導教官
のN先生とお会いして，月曜日の段階で，そこで，
「土曜日に研究会がありますので，草双紙の研究
会がありますので，どうぞいらっしゃってくださ
い」と，おっしゃってくださいまして，私も元気
いっぱいで「参ります」とか言って，で，行った
ら，原本出されて，「じゃ，これで読む？」みた
いな？　そこでやはり，江戸文学，江戸時代の文
学をきちんと研究したいのでしたら，原本読まざ
るをえない，で，ここでやめるか，それとも頑張っ
て変体仮名くずし字を読むようになる，読めるよ
うになる，その決心をいたしまして，主にチュー
ターがいろいろと教えてくださったのですね．
（L07）
L07は，その他，留学先大学の大学院のゼミで滑稽
本，洒落本，井原西鶴や上田秋成の作品を読む機会も
得ている．
さて，学習歴について，全体として注意しておくべ
きことは，調査対象者のうち7名が日本の大学に留学，
あるいは研究員として所属しているが，そこでは古典
を扱った授業はあっても，文語文入門の授業はなかっ
たということである．L06が指摘しているように，日
本の大学の古典の授業は，古典文法の知識を前提とし
ているのである．もちろん，これは日本の高等教育機
関でまったく文語文入門の授業を開設していないこと
を意味するものではなく，たまたま今回の調査対象者
がそうした授業を受ける機会に恵まれなかったと言え
るが，留学生のために文語文入門の授業を行っている
大学はきわめて少なく 7 ），そのような機会を得ること
ができる留学生はごく少数にすぎない．運がよければ
L07のように文語文読解に熟達したチューターの力を
借りることができるが，そうでなければ，辞書や参考
書と格闘しながら自学自習することになる．
さらに，もう一つ注意を引くのは，調査対象者の学
習歴と彼らが研究対象としている時代との関係である．
今回の調査結果から見るかぎり，専門分野として中世
以前のことを研究しているのは，L02を除いては，母国
の教育機関で日本の古典の原文に接し，文語文入門の
機会を得ることのできた学習者である8 ）．母国の大学
で文語文学習の機会に恵まれなかった学習者は，ほと
んどが近世以降の比較的新しい時代を対象としている．
今回の調査は対象者数が十分とは言い難いので，この
ことを一般化できるかどうかはわからないが，母国で
文語文入門ができなかった場合，現実問題として，現
代日本語と大きな隔たりのある中世以前の文献を扱う
研究を始めようという気持ちが起こりにくいのは当然
と言えよう．逆に言えば，海外の日本学研究者，とり
わけ中世以前の古い時代を研究対象とする日本学研究
者を育てようとするなら，日本の高等教育機関で文語
文入門をしてもらうのでは実は遅く，海外の高等教育
機関に在籍する日本語学習者が日本語文語文に入門す
る機会を提供する必要があるということになるだろう．
4.2　困難を感じる点
次に，調査対象者が文語文の習得過程において困難
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を感じた点，あるいは現在でも困難を感じている点に
ついて見ていきたい．回答の内容により，文法，文字，
文や文章の構造の 3 類に分けて各人が困難であるとし
た点を整理すると，表 3 のようになる．以下，これら
3 種類の困難の詳細についてそれぞれ項を立てて見て
いく．
4.2.1　文法
文語文法については， 9 名のうち 7 名が難しさを訴
えている．L04が述べているように入門者レベルでは
特に困難を感じるようであるが，現在でも困っている
という回答も多く見られた．特に，用言および助動詞
の活用や接続についての言及が目立った（L04, L06, 
L08など）．
L02やL04が指摘している助動詞の難しさ（表 3 ）は，
現代日本語にない難しさとして特記すべきものであ
る 9 ）．これは母語話者にとってもしばしば問題になる
ところである．
また，L08は，特に動詞の活用形について，次のよ
うに述べている．
一番難しいのは異なる活用形である．特に動詞の
活用語尾．辞書を引くのが難しい．活用形によっ
て文意がまったく違ってくる可能性があるので，
それを理解しないとテキストを読むのが困難であ
る．（質問紙回答，原文英語）
ここで言っている「活用形によって文意がまったく
違ってくる」ケースは具体的には示されていないが，
想定される典型的な例としては，接続助詞の「ば」の
用法が，用言の未然形に付くか已然形に付くかで大き
く異なるということがある．たとえば，「寄らば大樹
の蔭」と「三人寄れば文殊の智慧」の「寄らば」と「寄
れば」の意味が違うということである．また，たとえ
ば，「思はる」と「思へる」という言い方では，前者
の「る」が未然形に付く受身・可能・自発・尊敬の助
動詞「る」であるのに対し，後者の「る」は已然形に
付く完了の助動詞「り」（の連体形）であり，意味がまっ
たく違ってくる．L08の指摘はこのようなことを指し
ていると考えられる．
以上より，文法については，特に活用語，すなわち
用言および助動詞の習得が難しいということができそ
うである．加えて，助詞に相当する文法的要素を持た
ない言語が母語である場合，現代日本語の助詞の使い
分けが難しいのと同様に，文語の助詞の習得にも困難
が生じやすいと考えられる（L01）．
4.2.2　文字
次に，文語文の文字の問題について見ると，非漢字
系の学習者として当然のことながら，漢字力の不足
（L09）や漢文読解の難しさ（L02, L06，L07）が挙げ
られている．しかし，それにもまして目立ったのは，
変体仮名やくずし字が難しいという回答である（L02, 
表 3　文語文学習において困難な点
No
研究対象と
する時代
困難な部分
特に困難を感じた点 学習環境の問題点
文法 文字 構造
L01 中古 ◯ 類似の助詞や助動詞のニュアンスの識別
L02 中世 ◯ ◯ ◯ 漢文の訓読
L03 中世 ◯ ◯ 会話文等に出てくる特殊な表現
L04 中世・近世 ◯ ◯ 入門者レベル：助動詞の意味と接続，上級レ
ベルも含めて：変体仮名・くずし字
L05 中世・近世 ◯ ◯ 翻刻されていない古文書の候文の読解 候文やくずし字の学習によい
リソースがないこと
L06 近世 ◯ ◯ 古語の活用，漢文
L07 近世 ◯ ◯ 過去：変体仮名・くずし字，現在：候文
L08 近代 ◯ 活用形の識別 19世紀の文法を学ぶための教
材がほとんどないこと
L09 近代 ◯ ◯ くずし字（字形だけでなく漢字の読解力の問
題）
20世紀の文法の本がないこと
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L04, L05, L07, L09）．
（写本を読むことについて）私としてはもちろん
難しいところなんですけれども，たまにあんまり
きれいな文字ですと，なんとかわかる限り使うん
ですけれども，まずわからないところは，expert
の方とご相談しながら，これはどう読めばいいん
ですか，とか，……（L02）
上級者にとっても難しいこと：変体仮名とくずし
字（どのように読むか，そして専門の辞書をどの
ように使うか）（L04, 質問紙回答，原文英語）
（変体仮名・くずし字・候文を学ぶサマースクー
ルの話に続いて）私は先ほど申し上げたとおり，
あの，Ｔ大に行くまでには，ちゃんとした古典，
古文に関する．文語に関するちゃんとした教育は，
残念ながら，当時は，ちょっと難しかったので，
……なかなか正式的な教育を受けていなかったの
で，ちょっと辛かったね，いろいろな面で．だか
ら，次の次世代には，同じ辛さ，辛い思いをさせ
たくないです．（L07）
このように，資料の原本，写本，影印本を読む必要
がある調査対象者から，変体仮名やくずし字で苦労し
た，あるいは現に苦労しているという回答が寄せられた．
4.2.3　構造
文語文法や文字に関する難しさのほかに，複数の対
象者から指摘されたのは，文語文の文章や文の構造の
つかみにくさである．
文章のstructure，文章の構成がよくわからない，
という，それが一番悩んでいるところなんですね．
どこが点を置いてもいいのか，どこで終わるの
かっていう．……キリがわからないとか，難しい
ですね．あとはたとえば，あまりに難しい文章で
すと，subjectとobjectの関係がよく見えないと
いうのもありますし……．（L02）
で，文章がとても長かったりすると，やっぱりそ
の，それぞれの文章の部分がどういうふうに繋が
るとか，繋がりがわからない場合はたくさんあり
ます．主語はどこにあるとか．……誰がしたこと
かっていうのが……．ですから，解釈付きのもの
だと，そばに「源氏」って小さく書いてあるのが，
嬉しいところなんですけど10），自分ではやっぱり
なかなかわからない場合があるんです．誰が言っ
たとか，何人かがやってる場合は，その主語が途
中で変わったりして，それが言った人と，書いた
人はまた違うとか，同じ人なのかとか，そういう
のを……同じ人が言って書いてきたのか，誰かが
言って別な人が書いてきたとか，そういうような
問題はたくさん出てきます．（L03）
上記のL02の発言は漢文について，L03の発言は和
漢混交文（説話）についてのものであるが，いずれも
比較的古い時代（中世）の資料で，その文章全体の構
造や主述関係のわかりにくさに大きな悩みを抱えてい
ることが知られる．
漢文訓読調の文章の一種として，候文が特に難しい
ものとして挙げられているのも，今回の調査で目に付
いたことである．候文の難しさは特殊な文法の問題と
して考えることもできるが，その構造に着目した回答
も見られたので，ここで言及しておく．
古文書の候文は，翻刻されていないので辞書も引
きにくい．コンテクストが不明で読みづらい．文
書のフォーマット理解ができるとどこが大切かが
わかるが，その把握に時間がかかった．（L05，
回答の要点を筆記）
どのような文語文教育が必要か：候文や草書体（く
ずし字）　（L05，回答の要点を筆記）
今は一番苦労しているのは候文です．で候文は，
候文との出会いは，2005年から2010年の間，ロー
マの，バチカンの大学の一つ，サレジオ大学とい
うところには，大きな江戸時代の資料のコレク
ションがあるわけですね，で，その中には，Ｍ神
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父様が集めた古文書も入ってまして，私は，その
コレクションの整理をせざるをえなかったんです
ね．……それで，……本当に私が見たことのない
文書を読まざるをえなかったわけですね．で，そ
こで候文を勉強し始めたわけですね．候文はまだ
まだ難しいです．……自分自身，歴史，歴史の方
じゃないので，まだまだ読めないところがあるん
です．（L07）
このように，海外の日本学研究者の置かれている状
況として，様々な「フォーマット」の資料，場合によっ
ては必ずしも自分のフィールドではない分野の資料も
読まざるをえないということがあり，その構造に慣れ
るまでにはかなり時間がかかるという問題があること
がわかる．
4.3　学習環境面での問題点
前項では，文法，文字，構造の三つの面から，調査
対象者が文語文学習について困難を感じている点を概
観した．
これらの困難なことがらは，現代日本語の学習にお
いても既にその要素があったもの（動詞の活用，助詞，
漢字，主述関係など）と，現代日本語学習にはなかっ
た新しいもの（助動詞，漢文，変体仮名，くずし字，
候文など）に分けることができる．後者のほうにより
大きな難しさがあることは言うまでもないが，前者に
ついても，特に動詞の活用や助詞に関しては，現代語
と古語で同形の，あるいは類似の語であるにもかかわ
らず活用や用法の違いがあるからこそ間違いやすいと
いうような問題もありそうだ．
そして，特に後者のことがらに関して，文語文学習
の困難さを決定的なものにしているのは，多くの学習
者が指導を受ける機会や学習のための手だて（参考書，
練習のための素材，辞書等のツールなど）を十分に持
ち合わせていないということである．つまり，学習環
境の不備の問題である．前掲の表 3 に学習環境の問題
点として挙げたL05による指摘に注目したい．
夏のケンブリッジ大学の講座のようなものは有用
である．……「節用集」を使って草書を読む．そ
のほかは，日本に来て誰かに直接教えてもらうし
かない．学生が少ないから，いいリソースもない．
（L05, 回答の要点を筆記）
また，学習の手だてが得られないという指摘は，必
ずしも参考書や素材集などの教材の量が不足している
ということのみを意味するものではない．特に近代を
専門とする学習者によって問われているのは，教材の
質の問題である．表 3 に要点を記したL08, L09のコメ
ントを示す．
19世紀の文法を学ぶための教材がほとんどない．
その代わりにもっと古い古典日本語の知識がある
ことが想定されている．もし戦前の日本の歴史研
究者や文学研究者のための，平安時代の日本語を
学ばなくともよい教材があれば役に立つと思う．
（L08, 質問紙回答，原文英語）
ほんとに難しくて，頭が痛かったんです．こっち
の本は全部，平安時代とか，昔の本の文法ばかり
でしたから，20世紀の文法とはちょっと違います
ね．……私が買った二つの本だけを見て，これは
16世紀の文法か，18世紀の文法か全然わからなく
て，これも難しかったです．……ほとんど平安時
代から始まる本じゃないかと思っています．例文
が昔話，『源氏物語』とか，『枕草子』とか，全部
使っていますから，たぶんこの時代の文法じゃな
いかと思っていますけど……．（L09）
日本で数多く，海外でも僅かながら出版されている
文語文入門書は，いずれも「古典文法」を解読するた
めの手引きであって，主に平安時代の文法を，上古か
らの文学作品の素材を用いて解説するものとなってい
る．そのような教材が，たとえば近代の政治，法律，
歴史等の分野で文語文資料を読まなければならない者
にとって，適切なものと言い難いことは明らかである．
近代文語文を読むことだけを目的とする教材を作るこ
とは現実的ではないにせよ，対象とする時代の違いに
よって学習項目が選択できるような教材の開発が求め
られていると言えよう．
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5 ．まとめ
本研究では，非漢字系の日本学研究者を対象に，そ
の文語文学習歴，および文語文学習上困難を感じる点
についてインタビューもしくは質問紙による調査を行
ない，文語文読解教材を作成する上で留意すべき点に
ついて検討した．その結果，次のような示唆が得られ
た．
1 ）留学生のみならず，海外で日本語を学習してい
る学習者にも広く使用してもらえる教材を作成す
ることが必要である．そのためには紙媒体の教材
よりは，e-learning教材として開発することが望
ましい．
2 ）対象とする時代や資料のジャンルが多岐にわた
るため，従来の日本における古典入門教材の枠に
とらわれず，どの時代のどのような種類の資料を
読もうとする場合にも効率的に使用できる教材が
求められる．
3 ）教材の学習項目としては，特に助動詞を中心と
する活用語の活用，接続，用法を重点項目として
しっかり学習／指導できるようにするのがよい．
調査対象者の回答の中で，変体仮名，くずし字，漢
文，候文について困難を感じているというコメントが
多く見られたが，これについては，今回の調査対象が
日本学研究に携わっている研究者に限られていること
を考慮に入れる必要があるだろう．すなわち，変体仮
名，くずし字，漢文，候文などを読まなければならな
い超級段階の学習者への対応も必要であるが，それ以
前の段階の学習環境を充実させ，日本語文語文学習の
裾野を拡げるとともに，学習者の確実な文語文読解基
礎力の獲得を目指すことも重要であると考えられる．
この点について，日本の研究者と連携してくずし字
ワークショップを開催しているL07の発言を引いてお
きたい．
問題になっているのは，くずし字を読みたがって
いる人たちにとっては，時々，文法の基礎的な知
識がないんですよ．そこでShiraneさん，Shirane
先生のご立派な本があるんですけれども，じゃ，
これを勉強してこいってことは言えないんです
よ．もうちょっと，しっかりしているにもかかわ
らず，おもしろい，プラス，フレンドリーな入門
書，もちろんe-learningの形でもかまわないんで
すけれども，入門書があれば，これを勉強してお
いて，それから私たちのサマースクールに来てく
ださい，みたいな．それができたら非常におもし
ろいことになると思います．（L07）
日本語教育の一環として文語文読解教材を開発する
立場から言っても，変体仮名，くずし字，白文として
の漢文，候文などは，視野に入れるとしても，重点項
目として取り上げる必要はないと考えられる．変体仮
名，くずし字，白文，候文などの読解は，日本語学習
者のみならず，母語話者にとっても困難であり，少な
くとも日本国内の人文系学部を有する大学において
は，正規の授業や読書会等で読解訓練の機会が提供さ
れているところが多い．また，近年では，海外でも上
記のようにワークショップ等の形で学習の機会が得ら
れるようになった．日本語教育の立場からは，これら
の詳細についての指導は日本文学，日本史，中国学な
どの専門分野の研究者に任せて，あるいは彼らと協働
して，文語文学習の基礎の部分に重点を置いて教材開
発を行っていくのが妥当であるように思われる11）．
今回は非漢字圏に限定して調査報告を行ったが，漢
字圏の中国，台湾における文語文教育事情，漢字圏出
身者の学習歴や困難を感じる点についても同様の調査
を実施中であるので，今後はその結果をまとめて，今
回の調査結果と合わせて新たな教材開発に向けての足
掛かりとしたいと考えている．
付記
本研究は，科学研究費助成事業（学術研究助成基金
助成金）基盤研究（C） 25370531「日本語学習者を対
象とする文語文読解教育の実態調査および教材開発」
（平成25年度〜平成28年度，研究代表者：佐藤勢紀子）
による助成を受けて行ったものである．
注
1 ）本研究では，一般によく用いられる「古文読解」や「古
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典読解」ではなく，「文語文読解」という用語を用いる．
これは，本研究で開発しようとする教材が，「古文」
が一般に指示する近世以前の文章のみならず近代の
文語文体の文章をも対象としており，また，「古典」
の範疇に含まれるよく知られた文学的作品のみなら
ず，無名の執筆者による歴史資料等をも対象として
いることによる．なお，「古典教育」と「文語教育」
の違いについては，三浦（2008）に論がある．
2 ）坂内（2004）では，その他「ポーランドのワルシャ
ワ大学で日本語講師を務めた人の話」も紹介してい
るが，数行の記述で情報量は少ない．
3 ）対象者の出身国は米国（ 2 名），ロシア（ 2 名），イ
タリア（ 2 名），エストニア（ 1 名），オランダ（ 1 名），
韓国（ 1 名）である．
4 ）ただし，ポスドク研究員は授業を担当しており，例
えば英国であればlecturerに相当するとのことであっ
た．
5 ）Shirane（2005）を指す．
6 ）Komai & Rohlich（1988）を指す．
7 ）筆者の知るかぎりでは，アメリカ・カナダ大学連合
日本研究センター，東京大学大学院人文社会系研究
科，麗澤大学などで留学生のための文語文入門の授
業が開設されている．東北大学でも，昨年度より留
学生対象の古典入門の授業を再開している．立松
（2000），副島（2003），　佐藤（2014）参照．
8 ）L02の場合は，母国では文語文教育を受けていないが，
日本留学の後英国の大学院博士課程で漢文読解入門
の機会に恵まれており，そのことが中世漢文資料を
用いた研究へのハードルを低くしたと推察される．
9 ）逆に言えば，助動詞の習得が文語文読解の大きな鍵
になると考えられる．筆者の古典入門の授業でも，
毎回の文法項目の提示の際に，「語法」や「重要語」
と並べて必ず「助動詞」という項目を立てて助動詞
の導入に力を入れている．佐藤（2014）の付録を参
照されたい．
10）これは数多く出版されている『源氏物語』の翻刻本で，
会話文の冒頭に「源氏」などと語り手が注記されて
いることを指すものと思われる．
11）町（2013）は21世紀COEプログラム「日本漢文学研
究の世界的拠点の構築」についての報告をふまえ，
中国学研究の方法・蓄積が日本学研究に有効である
としている．
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付録　インタビュー調査の質問項目
1．基本情報
氏名
国籍
母語
年齢（年齢層）
現在の所属，身分
専門分野
研究テーマ
2 ．学習歴
略歴
日本語学習歴　　期間，週あたり時間数，場所（学校）
日本留学経験　　期間，場所（学校）
日本 の古典（文学）についての学習歴　　期間，週あた
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り時間数，場所（学校），テキストの言語（翻訳（語）
／現代日本語／原文），指導／学習方法，素材として
扱った作品
文語 文学習歴　　期間，週あたり時間数，場所（学校），
指導／学習方法（特に古語動詞の活用をどのように
学習したか），素材として扱った作品
3 ．（古典／文語文）教育歴
日本 の古典（文学）についての教育歴　　期間，週あた
り時間数，場所（学校），テキストの言語（翻訳（語）
／現代日本語／原文），指導方法，素材として扱って
いる作品
文語 文教育歴　　期間，週あたり時間数，場所（学校），
指導方法（特に古語動詞の活用をどのように教えて
いるか），素材として扱っている作品
4 ．ニーズ
研究上どのような文語文を読む必要があるか
　　時代　
　　作品／資料名　
　　原本（写本）／影印本／翻刻本　
　　仮名文／和漢混交文／漢文
研究を始めたのはいつか
研究を始めたとき，文語文読解力は十分だったか
　　特にどんな点で不足していたか
現在はどうか
どのような文語文読解教育が必要か
どのような文語文読解学習の支援があればよいか
5 ．教材についての意見
文語文読解教材としてどのようなものを求めるか
　　文法学習
　　とりあげる素材
　　訳
　　解説
　　練習問題
　　参考資料
　　その他
文語文読解のためのe-learning教材についてどう考える
か，どのようなアイディアがあるか
6 ．その他関係者への要望など
